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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年8月5日(2021.8.5)

【公開番号】特開2021-12853(P2021-12853A)
【公開日】令和3年2月4日(2021.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2021-005
【出願番号】特願2019-127581(P2019-127581)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/633    (2014.01)
   Ｈ０２Ｍ   3/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ   3/00     (2019.01)
   Ｂ６０Ｌ  58/25     (2019.01)
   Ｂ６０Ｌ  58/18     (2019.01)
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/615    (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/625    (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/6563   (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/6568   (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/6571   (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   10/633    　　　　
   Ｈ０２Ｍ    3/00     ＺＨＶＢ
   Ｂ６０Ｌ    3/00     　　　Ｊ
   Ｂ６０Ｌ    3/00     　　　Ｈ
   Ｂ６０Ｌ   58/25     　　　　
   Ｂ６０Ｌ   58/18     　　　　
   Ｈ０２Ｊ    7/00     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   10/615    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/625    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/6563   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/6568   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/6571   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/44     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   10/48     ３０１　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月23日(2021.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電部（１０）に接続される電力変換回路（５０）を備える電源システムにおいて、
　前記電力変換回路を構成するスイッチ（Ｑ１～Ｑ８）をオンオフ制御することにより、
前記蓄電部及び前記電力変換回路の間に電流を流す制御部（１００）と、
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　前記スイッチのオンオフ制御に伴って前記電力変換回路で発生した熱を吸収して昇温対
象要素に伝達する熱伝達部（４５）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温対象要素の昇温要求がある場合、該昇温要求がない場合よりも
前記電力変換回路で発生する熱量を増大させるように、前記スイッチをオンオフ制御する
昇温モード制御を実施し、
　前記電力変換回路は、
　第１端子（ＣＨ１，ＣＬ１）及び第２端子（ＣＨ２，ＣＬ２）と、
　前記第１端子と前記第２端子とを接続し、かつ、前記蓄電部に接続される電気経路（６
１，６２）と、
　互いに磁気結合される第１コイル（５３ａ）及び第２コイル（５３ｂ）を有するトラン
ス（５３）と、
　前記第１コイルと前記第１端子とに接続され、前記スイッチとして第１変換スイッチ（
Ｑ１～Ｑ４）を有する第１変換回路（５１）と、
　前記第２コイルと前記第２端子とに接続され、前記スイッチとして第２変換スイッチ（
Ｑ５～Ｑ８）を有する第２変換回路（５２）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温モード制御において、前記第１端子及び前記第２端子のうち、
一方の端子に前記蓄電部からの電力が入力され、他方の端子から前記蓄電部へと電力を出
力するように、前記第１変換スイッチ及び前記第２変換スイッチをオンオフ制御する電源
システム。
【請求項２】
　前記トランスは、前記第１コイル及び前記第２コイルと磁気結合する第３コイル（５３
ｃ）を有し、
　前記電力変換回路は、
　第３端子（ＣＨ３，ＣＬ３）と、
　前記第３コイルと前記第３コイルとに接続され、前記スイッチとして第３変換スイッチ
（Ｑ９～Ｑ１２）を有する第３変換回路（５４）と、を備える請求項１に記載の電源シス
テム。
【請求項３】
　蓄電部（１０，１１）に接続される電力変換回路（５０）を備える電源システムにおい
て、
　前記電力変換回路を構成するスイッチ（Ｑ１～Ｑ８）をオンオフ制御することにより、
前記蓄電部及び前記電力変換回路の間に電流を流す制御部（１００）と、
　前記スイッチのオンオフ制御に伴って前記電力変換回路で発生した熱を吸収して昇温対
象要素に伝達する熱伝達部（４５）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温対象要素の昇温要求がある場合、該昇温要求がない場合よりも
前記電力変換回路で発生する熱量を増大させるように、前記スイッチをオンオフ制御する
昇温モード制御を実施し、
　前記蓄電部は、第１蓄電部（１０）及び第２蓄電部（１１）を含み、
　前記電力変換回路は、
　前記第１蓄電部が接続される第１端子（ＣＨ１，ＣＬ１）と、
　前記第２蓄電部が接続される第２端子（ＣＨ２，ＣＬ２）と、
　互いに磁気結合される第１コイル（５３ａ）及び第２コイル（５３ｂ）を有するトラン
ス（５３）と、
　前記第１コイルと前記第１端子とに接続され、前記スイッチとして第１変換スイッチ（
Ｑ１～Ｑ４）を有する第１変換回路（５１）と、
　前記第２コイルと前記第２端子とに接続され、前記スイッチとして第２変換スイッチ（
Ｑ５～Ｑ８）を有する第２変換回路（５２）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温モード制御において、前記第１蓄電部の出力電力を、前記第１
端子、前記第１変換回路、前記トランス、前記第２変換回路及び前記第２端子を介して前
記第２蓄電部に供給する第１処理と、前記第２蓄電部の出力電力を、前記第２端子、前記
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第２変換回路、前記トランス、前記第１変換回路及び前記第１端子を介して前記第１蓄電
部に供給する第２処理とを交互に実施するように、前記第１変換スイッチ及び前記第２変
換スイッチをオンオフ制御する電源システム。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１処理において前記第１蓄電部から前記第２蓄電部へ供給される
電力と、前記第２処理において前記第２蓄電部から前記第１蓄電部へ供給される電力とを
異なる値に設定する請求項３に記載の電源システム。
【請求項５】
　蓄電部（１０）に接続される電力変換回路（５０）を備える電源システムにおいて、
　前記電力変換回路を構成するスイッチ（Ｑ１～Ｑ１６）をオンオフ制御することにより
、前記蓄電部及び前記電力変換回路の間に電流を流す制御部（１００）と、
　前記スイッチのオンオフ制御に伴って前記電力変換回路で発生した熱を吸収して昇温対
象要素に伝達する熱伝達部（４５）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温対象要素の昇温要求がある場合、該昇温要求がない場合よりも
前記電力変換回路で発生する熱量を増大させるように、前記スイッチをオンオフ制御する
昇温モード制御を実施し、
　前記電力変換回路は、
　第１端子（ＣＨ１，ＣＬ１）、第２端子（ＣＨ２，ＣＬ２）、第３端子（ＣＨ３，ＣＬ
３）及び第４端子（ＣＨ４，ＣＬ４）と、
　前記第１端子と前記第２端子とを接続し、かつ、前記蓄電部に接続される第１電気経路
（６１，６２）と、
　前記第３端子と前記第４端子とを接続する第２電気経路（６３，６４）と、
　互いに磁気結合される第１コイル（５６ａ）及び第２コイル（５６ｂ）を有する第１ト
ランス（５６）と、
　互いに磁気結合される第３コイル（５７ａ）及び第４コイル（５７ｂ）を有する第２ト
ランス（５７）と、
　前記第１コイルと前記第１端子とに接続され、前記スイッチとして第１変換スイッチ（
Ｑ１～Ｑ４）を有する第１変換回路（５１）と、
　前記第３コイルと前記第２端子とに接続され、前記スイッチとして第２変換スイッチ（
Ｑ５～Ｑ８）を有する第２変換回路（５２）と、
　前記第２コイルと前記第３端子とに接続され、前記スイッチとして第３変換スイッチ（
Ｑ９～Ｑ１２）を有する第３変換回路（５４）と、
　前記第４コイルと前記第４端子とに接続され、前記スイッチとして第４変換スイッチ（
Ｑ１３～Ｑ１６）を有する第４変換回路（５５）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温モード制御において、前記蓄電部の出力電力が、前記第１端子
、前記第１変換回路、前記第１トランス、前記第３変換回路、前記第３端子、前記第２電
気経路、前記第４端子、前記第４変換回路、前記第２トランス、前記第２変換回路、前記
第２端子及び前記第１電気経路を含む経路を循環するように、前記第１変換スイッチ、前
記第２変換スイッチ、前記第３変換スイッチ及び前記第４変換スイッチをオンオフ制御す
る電源システム。
【請求項６】
　蓄電部（１０）に接続される電力変換回路（５０）を備える電源システムにおいて、
　前記電力変換回路を構成するスイッチ（Ｑ１～Ｑ１６）をオンオフ制御することにより
、前記蓄電部及び前記電力変換回路の間に電流を流す制御部（１００）と、
　前記スイッチのオンオフ制御に伴って前記電力変換回路で発生した熱を吸収して昇温対
象要素に伝達する熱伝達部（４５）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温対象要素の昇温要求がある場合、該昇温要求がない場合よりも
前記電力変換回路で発生する熱量を増大させるように、前記スイッチをオンオフ制御する
昇温モード制御を実施し、
　前記電力変換回路は、
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　第１端子（ＣＨ１，ＣＬ１）、第２端子（ＣＨ２，ＣＬ２）、第３端子（ＣＨ３，ＣＬ
３）及び第４端子（ＣＨ４，ＣＬ４）と、
　前記第１端子と前記第２端子とを接続し、かつ、前記蓄電部に接続される第１電気経路
（６１，６２）と、
　前記第３端子と前記第４端子とを接続する第２電気経路（６３，６４）と、
　互いに磁気結合される第１コイル（５８ａ）、第２コイル（５８ｂ）、第３コイル（５
８ｃ）及び第４コイル（５８ｄ）を有するトランス（５８）と、
　前記第１コイルと前記第１端子とに接続され、前記スイッチとして第１変換スイッチ（
Ｑ１～Ｑ４）を有する第１変換回路（５１）と、
　前記第４コイルと前記第２端子とに接続され、前記スイッチとして第２変換スイッチ（
Ｑ５～Ｑ８）を有する第２変換回路（５２）と、
　前記第２コイルと前記第３端子とに接続され、前記スイッチとして第３変換スイッチ（
Ｑ９～Ｑ１２）を有する第３変換回路（５４）と、
　前記第３コイルと前記第４端子とに接続され、前記スイッチとして第４変換スイッチ（
Ｑ１３～Ｑ１６）を有する第４変換回路（５５）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温モード制御において、前記蓄電部の出力電力が、前記第１端子
、前記第１変換回路、前記第１コイル、前記第２コイル、前記第３変換回路、前記第３端
子、前記第２電気経路、前記第４端子、前記第４変換回路、前記第３コイル、前記第４コ
イル、前記第２変換回路、前記第２端子及び前記第１電気経路を含む経路を循環するよう
に、前記第１変換スイッチ、前記第２変換スイッチ、前記第３変換スイッチ及び前記第４
変換スイッチをオンオフ制御する電源システム。
【請求項７】
　蓄電部（１０）に接続される電力変換回路（２０）を備える電源システムにおいて、
　前記電力変換回路を構成するスイッチ（ＱＡ１～ＱＡ４）をオンオフ制御することによ
り、前記蓄電部及び前記電力変換回路の間に電流を流す制御部（１００）と、
　前記スイッチのオンオフ制御に伴って前記電力変換回路で発生した熱を吸収して昇温対
象要素に伝達する熱伝達部（４５）と、を備え、
　前記制御部は、前記昇温対象要素の昇温要求がある場合、該昇温要求がない場合よりも
前記電力変換回路で発生する熱量を増大させるように、前記スイッチをオンオフ制御する
昇温モード制御を実施し、
　前記電力変換回路は、
　前記蓄電部の正極端子が接続される第１端子（Ｃ１）と、
　前記蓄電部の正極端子が接続される第２端子（Ｃ２）と、
　前記第１端子に第１端が接続された第１リアクトル（２１）と、
　前記第２端子に第１端が接続された第２リアクトル（２２）と、
　前記スイッチとしての第１上アームスイッチ（ＱＡ１）及び第１下アームスイッチ（Ｑ
Ａ２）の直列接続体を有し、前記第１上アームスイッチと前記第１下アームスイッチとの
接続点に前記第１リアクトルの第２端が接続された第１ブリッジ回路（２３）と、
　前記スイッチとしての第２上アームスイッチ（ＱＡ３）及び第２下アームスイッチ（Ｑ
Ａ４）の直列接続体を有し、前記第２上アームスイッチと前記第２下アームスイッチとの
接続点に前記第２リアクトルの第２端が接続された第２ブリッジ回路（２４）と、を備え
、
　前記制御部は、前記昇温モード制御において、前記蓄電部の出力電力が、前記第１端子
、前記第１リアクトル、前記第１上アームスイッチ、前記第２上アームスイッチ、前記第
２リアクトル及び前記第２端子を含む経路を循環するように、前記第１上アームスイッチ
、前記第１下アームスイッチ、前記第２上アームスイッチ及び前記第２下アームスイッチ
をオンオフ制御する電源システム。
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